
Title バンジャマン・コンスタンの中立権の理論

Author(s) 深瀨, 忠一; FUKASE, T.

Description 論説

Citation 北海道大學 法學會論集, 10(1-4), 133-160

Issue Date 1960-03

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/27785

Type departmental bulletin paper

File Information 10(1_4)_P133-160.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



.d~ ジジヂずシ・コン夫タシの中立権の理論

会ノ、、

ン
の
中
立
権
の
理
論

ン
ジ
ャ
マ

ン

ン

ス

タ

コ

深

瀬

，志

本
稿
は
、
私
が
パ
リ
留
学
中
手
を
つ
け
た
一
説
諭
で
あ
る
が
、
帰
朝
早
々
、
松
岡
教
授
退
伝
記
念
特
輯
号
に
寄
稿
す
べ
く
、
大
急
ぎ
で
ま
と
め
あ
げ
た
。

こ
ζ

に
、
内
容
の
不
備
を
か
え
り
み
ず
、
乙
の
記
念
企
画
に
参
加
し
て
、
松
岡
教
授
よ
り
た
ま
わ
っ
た
多
年
の
懇
篤
な
る
御
指
導
に
対
し
、
深
甚
な
る
感
謝

の
念
を
び
れ
き
し
た
い
と
思
う
。

目

次

序第
一
節

第
二
節

結

中
立
権
の
理
論
の
形
成

申
立
権
の
消
極
性
と
積
極
性

序

日
本
国
憲
法
第
七
条
の
天
皇
の
国
事
行
為
の
う
ち
に
〈
特
に
衆
議
院
の
解
散
行
為
に
つ
い
て
)
、

思
想
の
な
ご
り
を
み
と
め
て
い
る
憲
法
学
者
は
、
少
な
く
な
い
よ
う
で
あ
る
。
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25 
同
じ
も
の
だ
と
考
え

り
れ

と
考
え
て
い
る
学
者
も

パ
シ
グ
ヤ
マ
シ
・
コ
シ
ス
タ
シ
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
の
だ
、

論

し
か
し
、
私
の
疑
問
は
、
ま
ず

ζ

の
中
立
権
の
観
念
と
調
整
権
の
そ
れ
と
は
、
性
質
上
重
要
な
相
違
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い

う
と
こ
ろ
に
発
す
る
。
前
者
は
、
国
王
(
或
い
は
元
首
)
を
、
政
治
権
力
の
運
用
の
実
際
か
ら
遠
ざ
け
て
、
局
外
中
立
者
化
す
る
消
極
的

な
観
念
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
、
逆
に
、
諸
権
力
の
衝
突
・
逸
脱
を
調
節
し
、

正
常
な
運
蛍
を
確
保
・
指
導
す
る
積
極
的
な
観
念
で

は
な
い
の
だ
ろ
う
か
と
考
え
た
。

ゴ
シ
ス
タ
シ
自
身
は
、

ど
う
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
調

い
っ
た
い
こ
の
点
に
つ
い
て
、

整
権
と
い
う
言
葉
を
彼
自
身
使
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

と
の
よ
う
な
疑
問
を
も
っ
て
、
原
典
に
あ
た
っ
て
い
る
う
ち
に
、
私
は
、

設
し
た
か
、
と
い
う
よ
り
根
本
的
な
今
一
つ
の
問
題
に
ぶ
つ
つ
か
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
中
立
権
の
観
念
は
、
た
し
か
に
、
幾
何
学
の
概

念
の
よ
う
に
明
糊
且
抽
象
的
に
構
成
せ
ら
れ
、
そ
れ
故
に
、
ど
の
時
代
の
ど
の
国
の
ど
の
政
治
制
度
に
も
代
入
・
利
用
す
る
こ
と
が
可
能

ゴ
シ
ス
タ
シ
が
、
何
故
に
中
立
権
と
い
う
新
し
い
観
念
を
創

で
あ
る
か
の
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
方
法
は
、
安
易
で
あ
る
と
同
時
に
危
険
で
も
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
何
故
な

ら
ば

ゴ
シ
ス
タ
シ
の
中
立
権
の
観
念
は
、
彼
が
、

い
か
に
す
れ

ブ
ラ
シ
ス
革
命
以
来
の
疾
風
怒
講
の
歴
史
的
事
件
を
省
察
し
た
う
え
、

ま
た
彼
が
抱
懐
す
る
権
力
分
配
及

ば
彼
が
至
上
命
題
と
す
る
個
人
的
自
由
の
開
花
を
、
制
度
的
に
保
障
し
う
る
か
応
深
く
思
い
を
豆
し
、

び
協
調
の
理
論
を
基
礎
と
し
て
創
っ
た
観
念
で
あ
る
以
上
、

の
説
明
、
或
い
は
権
威
ず
け
の
た
め
に
、
抽
象
的
に
借
用
し
て
く
る
と
と
は
、

奉
仕
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
Q

乙
の
中
立
権
の
理
論
を
、

歴
史
的
背
景
や
制
度
の
理
念
等
を
異
に
す
る
元
首

コ
シ
ス
タ
シ
が
全
く
希
望
も
予
測
も
し
な
か
っ
た
目
的
に

し
た
が
っ
て
、
本
稿
第
一
節
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
中
立
権
の
観
念
の
創
設
の
歴
史
的
背
景
と
理
論
的
基
礎
構
造
及
び
そ
の
達
成
せ
ん
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と
す
る
目
的
に
つ
い
て
ベ
つ
見
し
た
後
、
第
二
節
に
お
い
て

こ
の
観
念
が
、

ど
の
様
な
意
味
に
お
い
て
、

的
で
あ
り
、
或
い
は
積
極
的
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、
検
討
を
加
え
て
み
よ
う
と
思
う
。

ま
た
、

ど
の
程
度
迄
、
消
極

出
佐
藤
功
、
君
主
制
の
研
究
、
三
六
六
頁
。
藤
田
桐
雄
、
衆
議
院
の
解
散
に
つ
い
て
、
法
経
論
集
七
巻
、
八
頁
Q

黒
田
覚
教
授
発
言
、
公
法
研
究
一

O
号

七
回
頁
。

凶
田
上
穣
治
、
権
力
分
立
、
行
政
法
講
座
一
巻
一
五
頁
Q

佐
藤
教
授
は
、
コ
ン
ス
タ
ン
の
「
調
整
的
権
能
」
の
観
念
と
、
一
八
二
四
年
の
ブ
ラ
ジ
ル
憲
法

の
規
定
す
る
「
調
整
権
」
の
観
念
と
を
区
別
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
前
掲
、
了
八
七
、
一
二
六
六
頁
。
藤
田
教
授
は
、
つ
ン
ス
タ
ン
が
、
「
調
整
権
」
の

理
論
を
説
い
た
と
は
少
し
も
言
っ
て
お
ら
れ
な
い
。

G
・
イ
エ
リ
、
早
ッ
ク
も
同
様
で
あ
る
。
の
・
旬
。
ロ
山
口
。
-
p
Pロ問。
g巳
E
m
g与田
-
5
5・
EHω.m・
8
叩・

問
主
と
し
て
、
切

S
宮

B
Z
E
S
S
E
-

。sa品。岡山。
-
E
S
S
C
O回目
E
E
Z
5
0
F
-
E・
匂
母
国

-
E
g
g
-ミ
P
H
ν
E
P
E
S
-
N
4
0岡
田
・
に
よ

九
時
々
、

P
F
E
S
S
B匂
-20
品目白

2
4
E雪
国
品
。
冨
・
切
申
ロ

]
g
z
g
E
S
E
-
F号
、

5
5・
ω40戸
田
・
を
参
照
し
た
。

凶

Q
-
E
E
S
Z昆
Z
F
臼・晶

O
W
E
-品
b
g
H
5日
正
直
己
申
国
品
。
∞

E
Y
E
g
c
o
g
s
E
L
v
g
p
F江田・

5
N∞占
-
m
H
u
c
o
u
g
p
c
o
s
m
o
g
p

国
・
ト

6
宮
島
申
出
宮
司
広
骨

E
E
宮
口
田

b
a
e
p
a
g
S
E
S
S
E
-
F
Z
P
E
N
-
匂・

SIg-

間
例
え
ば
、
カ
ア
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
、
こ
の
理
論
を
利
用
(
歪
曲
)
し
て
、
ワ
イ
7

ア
ル
共
和
国
大
統
領
の
権
威
主
義
的
要
素
を
強
化
し
た
こ
と
を
考

え
よ
〈
後
述
)
。

パジジザマン・コンスタンの申立権の理論

第
一
節

中
立
権
の
理
論
の
形
成

コ
シ
ス
タ
シ
は
一
八
一
五
年
五
月
(
ナ
ポ
レ
オ
シ
の
百
日
天
下
中
)
、
「
立
憲
君
主
制
は
、
一
切
の
規
則
正
し
い
自
由

2
Z吋
広
広
畑
町
己
形

B)

に
不
可
欠
で
あ
る
と
乙
ろ
の
こ
の
中
立
権
を
:
:
:
我
々
に
提
供
し
て
い
る
」
と
書
い
た
。
こ
れ
よ
り
先
、

復
帰
、

一
八
一
四
年
五
月
(
第
一
王
制

ν
ャ
ル
ト
発
布
前
〉
に
も
同
様
に
、
「
:
:
:
自
由
は
立
憲
君
主
制
の
下
に
お
い
て
充
全
な
姿
で
存
立
し
う
託
」
と
書
い
て
い
る
。

乙
ζ

で
彼
が
、

立
憲
君
主
制
は
自
由
の
保
障
に
適
し
た
制
度
だ
と
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
何
故
だ
ろ
う
か
。
ま

-185ー



た
彼
の
い
う
「
規
則
正
し
い
自
由
」
と
は

い
っ
た
い
如
何
な
る
本
質
を
も
つ
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
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(1) 

立
憲
君
主
制
へ
の
道
種

コ
シ
ス
タ
シ
は
、

一ムハ

(a) 

ス
イ
ス
の
ロ
オ
ザ
シ
ヌ
で
、

一
七
六
七
年
に
生
ま
れ
た
。
彼
の
父
は
軍
人
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
祖
先
は
、

O
七
年
ス
イ
ス
に
逃
れ
た
ブ
ラ
シ
ス
の
新
教
徒
で
あ
っ
た
。
青
少
年
の
頃
イ
ギ

P
ス
に
旅
行
、

ド
イ
ツ
に
滞
在
、

エ
ジ
シ
パ
ラ
で
勉
強

し

一
七
八
七
年
パ
リ
に
来
光
。

一
七
八
九
年
ブ
ラ
シ
革
命
勃
発
当
時
は
、

ド
イ
ツ
、
ブ
ラ
シ

ν
ュ
ヴ
イ
ク
公
の
侍
徒
で
あ
っ
た
が
、
ま

も
な
く
こ
の
宮
廷
を
去
り
、

一
七
九
五
年
、

ス
イ
ス
で
知
っ
た

ν
ュ
タ
ー
ル
夫
人

ス
イ
ス
に
逃
れ
、
草
命
の
成
行
き
を
見
守
っ
て
い
た
。

の
あ
と
を
追
っ
て
、
パ
リ
に
出
て
く
る
。

一
七
九
六
年
か
ら
は
、
政
論
家
と
し
て
の
活
躍
を
は
じ
め
、
共
和
三
年
憲
法
の
も
と
で
、

反
恐

怖
政
治
を
論
じ
、
共
和
主
義
者
と
し
て
執
政
制
を
擁
護
し
た
。
共
和
八
年
憲
法
下
に
あ
っ
て
は
、
第
一
統
領
ナ
ポ
レ
オ
シ
か
ら
ト

P
ピ
ユ

ナ
の
議
員
に
任
命
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
彼
は
、
統
領
の
反
対
勢
力
た
る
自
由
派
の
中
心
人
物
と
な
り
、

一
八

O
二
年
に
は

ν
タ
ー
ル

夫
人
と
と
も
に
ス
イ
ス
に
亡
命
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
其
の
後
ま
も
な
く
ド
イ
ツ
に
入
り
、
多
年
滞
在
し
た
が
、

一
八
一
四
年
ナ
ポ
レ

オ
シ
の
敗
戦
・
失
脚
と
と
も
に
、

パ
リ
帰
っ
て
く
る
。
し
か
し
、
「
百
日
天
下
」
の
も
と
に
お
い
て
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
申
出
で
を
受
諾
、

メ
モ
ワ
ア
ル

ゴ
シ
ス
タ
シ
は
、
追
想
録
中
で
こ
の
豹
変
的
態
度
を
弁
明
し
、
「
国
民
的
独
立
」
を
守
る
こ

国
務
官
と
な
っ
て
、
附
加
憲
章
を
起
草
し
た
。

と
が
、
当
時
至
上
命
令
で
あ
っ
た
乙
と
を
一
つ
の
理
由
と
し
て
あ
げ
て
い
る
が
、

ま
た
、

乙
の
態
度
は
、
彼
が
自
由
を
守
る
ζ

と
さ
え
で

き
れ
ば
、
政
体
の
問
題
は
二
次
的
な
問
題
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
て
い
た
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
。

ロ
ベ
ロ
オ

の
文
学
上
の
傑
作
「
ア
ド
ル
フ
」
を
発
表
し
た
。
第
二
王
政
復
帰
の
も
と
に
お
い
て
は
、
自
由
派
の
理
論
的
斗
将
と
し
て
活
躍
、

一
八
一
六
年
に
は
、
彼

I
U
1
J
O
1
U
 

ぱ
代
議
院
議
員
と
な
っ
た
。

一
八
三

O
年
の
七
月
革
命
に
お
い
て
は
、
君
主
制
擁
護
の
立
場
か
ら
、

ル
イ
フ
・
イ
リ
プ
を
王
座
に
推
し

た
。
周
年
十
二
月
彼
は
と
の
世
を
去
る
。



論一理のド機、立中のンhタスンペコベシ

以
上
の
よ
う
な
経
歴
を
通
じ
て
、
彼
は
、
一
貫
し
た
自
由
主
義
者
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
七
九
六
年
彼
が
政
論
家
と
し
て
登
場
し
た
後

し
ば
ら
く
は
、
「
真
正
の
」
共
和
主
義
者
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ナ
ポ
レ
オ
シ
の
攻
落
も
真
近
い
一
八
一
三
年
に
は
、
既
に
立
憲
君
主

制
に
明
ら
か
に
傾
い
て
丸
一
川
、
王
政
復
帰
後
は
、
常
に
立
憲
君
主
制
を
擁
護
し
て
や
ま
な
か
っ
た
こ
と
が
、
注
目
さ
れ
る
。

(b) 

乙
の
共
和
主
義
者
か
ら
、
立
憲
君
主
主
義
者
へ
の
転
向
は
何
故
に
起
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

で
は
、

)
 
M
い

ブ
ラ
シ
ス
革
命
の
勃
発
に
際
し
て
、
既
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
の
ブ
ラ
シ

ν
ュ
グ
イ
ク
公
の
宮
廷
に
い

ブ
ラ
シ
ス
国
民
議
会
の
制
憲
議
員
の
い
だ
い
た
革
命
の
諸
理
念
に
大
い
に
共
鳴
し
、
革
命
派
だ
と
疑
が
わ
れ
て
、

そ
も
そ
も
、
彼
は
、

，-、、、，、

ふ
l

，刀

こ
の
宮
廷
を
去

っ
て
ス
イ
ス
に
逃
げ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
程
で
あ
っ
た
。

し
か
し
彼
は
、
革
命
の
過
激
化
、
恐
怖
政
治
の
出
現
を
み
る
に
及
ん
で
い
た
く
失
望
し
、
一
七
九
七
年
に
は
、
「
恐
怖
政
治
の
効
果
に
つ

恐
怖
政
治
は
、
「
自
由
の
為
の
必
然
的
な
帰
結
で
も
な
か
っ
た
し
、
革
命
に
必

要
な
補
強
策
で
も
な
か
っ
た
」
、
そ
れ
は
、
「
害
悪
の
み
を
も
た
ら
し
が
〕
の
だ
と
。

自
宅
イ
ト

彼
は
後
に
議
会
が
、
「
超
え
て
は
な
ら
な
い
制
約
」
を
無
視
し
た
場
合
の
弊
害
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

い
て
」
を
公
表
し
、

そ
れ
を
痛
罵
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

制
止
す
る
こ
と
も
抑
制
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
議
会
と
い
う
も
の
は
、
あ
ら
ゆ
る
権
力
の
う
ち
で
、
そ
の
行
動
に
つ
い
て
康
も
盲
目
で
あ
勺
、
そ
の
結
果

に
つ
い
て
最
も
予
測
不
可
能
な
|
|
|
そ
れ
を
構
成
す
る
議
員
に
と
っ
て
さ
え
も
|
l
l
権
力
で
あ
る
Q

そ
れ
は
、
一
目
み
た
と
こ
ろ
で
は
決
レ
て
な
り
そ
う
も

な
い
過
激
さ
の
な
か
に
と
ぴ
乙
ん
で
し
ま
う
。
あ
ら
ゆ
る
対
称
に
対
す
る
無
思
慮
な
活
動
、
度
を
忘
れ
た
多
数
の
法
律
の
制
定
。
一
部
の
激
情
的
人
民
に
迎

合
せ
ん
と
欲
し
て
、
彼
ら
の
衝
動
に
身
を
委
ね
、
或
い
は
、
そ
れ
を
か
き
た
て
さ
え
も
す
る
O
i
-
-或
る
場
合
に
は
、
極
端
聞
の
選
択
し
か
認
め
な
い
党
派

心
、
或
一
る
場
合
に
は
、
権
力
さ
ん
奪
の
為
に
の
み
力
を
発
揮
す
る
団
結
心
。
代
る
代
る
に
、
軽
卒
か
優
柔
不
断
。
暴
力
か
消
席
、
一
人
に
対
す
る
阿
ゆ
か
金
一

員
に
対
す
る
不
信
。
熱
狂
と
恐
怖
と
い
っ
た
、
全
く
物
理
的
な
感
覚
に
よ
る
誘
導
。
一
切
の
道
徳
的
責
任
の
不
帯
在
、
数
に
よ
っ
て
、
怠
だ
の
恥
辱
議
い
は
F

抑
制

4

，a
 

図
々
し
き
の
破
滅
を
逃
れ
う
る
と
い
う
確
実
位
。

e
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コ
シ
ス
タ
シ
は

こ
こ
で
、
明
ら
か
に
革
命
時
代
の
議
会
特
に
ゴ
シ
ヴ
ア

Y
V
オ
ジ
へ
の
権
力
集
中
制
の
弊
害
を
批
判
し
て
い
る
。

共
和
三
年
憲
法
は

こ
の
ゴ
シ
ヴ
ア
ジ

νオ
シ
の
制
度
・
革
命
的
独
裁
判
に
対
す
る
明
白
な
反
動
を
も
っ
て
特
徴
ず
け
ら
れ
、
諸
権
力

を
極
め
て
厳
格
に
分
立
し
、
各
権
力
を
専
門
化
し
て
相
互
に
孤
立
せ
し
め
た
と
い
え
る
程
で
あ
る
。

コ
シ

ス
乙タ
のシ
共が
和、

三権
年カ
憲の
法集
の中
支円を
持5排

斥
し
諸
権
力
の
分
割
及
び
そ
れ
ら
の
均
衡
に
よ
っ
て
、
自
由
を
政
治
制
度
上
保
障
し
よ
う
と
し
た
思
想
は
、

に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
る
。

彼
は

こ
の
共
和
三
年
憲
法
の
下
に
お
い
て
、

号
}
ア
ラ

νオ
ン

(
9
M

一
七
九
七
年
、
「
政
治
的
反
動
に
つ
い
て
」
を
公
表
し
、
「
隠
和
」
の
精
神
の
必
要
性

を
強
調
し
た
。
革
命
は
、
彼
に
よ
れ
ば
、
制
度
と
理
念
と
の
聞
の
一
致
が
破
れ
た
時
に
不
可
避
的
と
な
り
、
そ
の
一
致
を
回
復
す
る
こ
と

を
目
標
と
す
る
。
し
か
し
、
乙
の
目
標
を
達
成
し
た
後
に
、
な
お
限
度
を
こ
え
て
草
命
運
動
が
進
行
す
る
時
は
、
必
然
的
に
反
動
を
産

む
。
こ
の
反
動
は
、
「
極
根
に
ま
で
つ
き
つ
め
ら
れ
た
怒
意
に
す
ぎ
な
い
恐
怖
政
治
」
と
同
様
に
、
底
意
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
、
そ
ζ

に
は

も
は
や
、
法
も
制
度
も
自
由
の
保
障
も
な
い
。

こ
の
よ
う
に
説
い
た
彼
は
、
執
政
制
下
に
お
い
て
、
政
治
的
反
動
(
絶
対
王
制
及
び
貴
族

主
義
者
の
)
を
防
あ
っ
し
つ
つ
、
自
由
を
確
保
す
る
政
治
の
実
現
を
呼
び
か
け
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
執
政
制
憲
法
は

そ
の
運
用
上
甚
だ
し
い
弱
体
を
曝
露
し

ボ
ナ
パ
ル
ト
の
ブ
日
ユ
メ
エ
ル
一
八
日
の
ク

四
年
後
に
は

ク
・
J

ア
タ
ア
に
よ
り
終
駕
す
る
。

こ
の
ク
ク
・
デ
タ
ア
に
際
し
て
、

義
的
な
政
府
を
実
現
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
一
彼
を
支
持
さ
え
も
し
た
の
で
あ
る
。

ボ
ナ
パ
ル
ト
が
、
強
力
で
あ
る
と
同
時
に
自
由
主

ゴ
シ
ス
グ
6

シ
は

(ロ)

ゴ
シ
ス
タ
シ
は
、
既
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
第
一
統
領
ボ
ナ
パ
ル
ト
に
任
命
さ
れ
、

ト
H
J
ピ
ユ
ナ
の
議
員
と
な
り
、
自
由
派
の
中
心

人
物
と
し
て
活
躍
し
た
が
、
彼
の
期
待
は
次
第
に
裏
切
ら
れ
、

体
が
産
み
落
し
た
鬼
子
共
和
八
年
統
領
制
憲
法
は
、
や
が
て
ナ
ボ
レ
オ
シ
帝
制
憲
法
と
い
う
怪
物
に
迄
生
長
し
た
Q

一
八

O
二
年
に
は
ス
イ
ス
へ
の
亡
命
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
Q

執
政
制
の
弱

-188-



「
征
服
の
精
神
及
び
さ
ん
奪
に
つ
い
て
」
は

ハ
シ
ノ
オ
パ
ア
で
、

ナ
ポ

ν
オ
シ
帝
国
の
崩
壊
を
既
に
予
見
し
つ
つ
書
か
れ
、

内「
J
e
吋
/

一
八
一
三
年
暮
に
出
版
さ
れ
た
。

ζ

の
著
作
の
中
で
彼
が
強
調
し
た
最
も
注
目
す
べ
き
点
は
、

ナ
ポ
レ
オ
シ
帝
制
を
さ
ん
奪
権
カ
と
断
じ
、

そ
れ
が
い
か
に
君
主
制
と
深

刻
な
相
違
を
有
す
る
か
を
解
明
し
た
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
君
主
制
は
、
「
時
の
経
過
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
、
慣
習
に
よ
っ
て
和
ら
げ
ら

れ
た
制
度
」
で
あ
っ
て
、
「
そ
れ
を
支
持
す
る
と
同
時
に
制
限
す
る
中
間
的
勢
力
に
よ
っ
て
固
ま
れ
、
そ
の
規
則
的
且
つ
平
和
的
な
王
位
継

承
が
臣
下
の
服
従
を
よ
り
容
易
に
し
、
ま
た
政
治
権
力
を
よ
り
荒
々
し
く
な
い
も
の
に
し
て
い
る
。
」
「
君
主
は
一
種
の
抽
象
的
な
存
在
と

な
り
、
彼
は
、
個
人
で
は
な
く
、

歴
代
諸
王
の
全
血
統
、
数
世
紀
の
伝
統
を
表
現
す
る
の
で
あ
る
。
」

パンクャマン・コンスタンの中立権の理論，

こ
れ
に
対
し
¥
「
さ
ん
奪
権
力
は
、
何
物
に
よ
っ
て
も
修
正
さ
れ
も
し
な
け
れ
ば
和
ら
げ
も
さ
れ
な
い
む
き
出
し
の
力
」
で
あ
っ
て
、

デ
ス
ポ
チ
ス
ム

さ
ん
奪
者
「
個
人
」
の
怒
意
が
法
と
な
る
と
こ
ろ
の
「
最
も
絶
対
的
な
専
制
政
よ
り
も
厄
介
な
」
権
力
だ
と
い
う
Q

そ
し
て
、
市
民
の
自

由
は
、

そ
の
最
も
神
聖
な
精
神
的
自
由
に
至
る
迄
、
恋
意
的
に
剥
奪
り
ょ
う
じ
よ
く
さ
れ
る
@

こ
の
よ
う
な
さ
ん
奪
権
力
を
維
持
す
る
為

に
は
、
軍
隊
の
力
を
要
す
る
が
、
新
奇
な
事
件
に
国
民
を
没
頭
さ
せ
る
た
め
に
も
、

必
然
的
に
好
戦
的
外
征
に
乗
出
す
こ
と
に
な
る
。
さ

ん
奪
権
力
は
、
君
主
制
ま
た
は
共
和
制
と
な
ら
ん
で
「
正
規
の
政
体
」
と
呼
ば
れ
る
に
値
し
な
い
権
力
で
あ
り
、
現
代
文
明
の
進
化
上
、

最
早
や
存
続
不
可
能
な
形
態
で
あ
る
。

も
っ
と
も
ゴ
シ
ス
タ
シ
は

こ
の
著
作
の
中
に
お
い
て
、
共
和
制
の
存
在
理
由
を
認
め
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
「
共
和
制
は
、
各
市

民
が
彼
の
諸
権
利
を
亨
有
す
る
と
い
う
深
い
感
情
と
、
自
由
の
亨
受
に
よ
っ
て
人
々
が
う
る
と
こ
ろ
の
幸
福
と
、
理
性
と
、
平
静
さ
と
、

精
力
と
に
よ
っ
て
存
続
す
る
」
と
定
義
し
、
五
世
紀
に
わ
た
る
ス
イ
ス
の
「
私
的
幸
福
と
公
共
心
」
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
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草
命
以
来
の
フ
ラ
ン
ス
共
和
制
の
体
験
は
、

あ
ま
り
に
も
幻
滅
的
で
あ
っ
た
。
す
な
わ

し
か
じ
な
が
ら

ゴ
シ
ス
タ
シ
に
と
っ
て
は
、



ち
、
議
会
へ
の
権
力
集
中
の
帰
結
と
し
て
の
草
命
独
裁
制
、

そ
れ
を
克
服
す
べ
く
設
定
さ
れ
た
執
政
制
の
試
み
の
失
敗
、

そ
れ
が
、

-140ー

経
験
。
そ
れ
は
、

ゴ
シ
ス
タ
シ
に
は
映
じ
え
た
で
あ
ろ
う
。

ナ
ポ
レ
オ
シ
の
さ
ん
奪
権
力
に
帰
蒼
し
た
l
二
O
余
年
閣
の
ト
コ
シ

グ

ア

ジ

ν
オ
シ
と
逆
方
向
で
あ
る
執
行
機
へ
の
権
力
集
中
を
も
た
ら
し

そ
の
ま
ま
プ
ラ
シ
ス
に
お
け
る
共
和
制
の
失
敗
と
、

海
狭
の
彼
方
、
彼
が
屡
々
旅
行
し
、
留
学
さ
え
も
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
立
憲
君
主
制
の
一
世
紀
半
の

，
か
く
し
て
、
彼
の
眼
は
必
然
的
に
、

幸
福
な
実
績
に
向
け
ら
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

時
あ
た
か
も

一
八
一
四
年
、
第
一
次
王
政
復
帰
に
あ
た
っ
て
、
彼
が

立
憲
君
主
制
を
肯
定
し
た
の
は
、
自
然J
の
勢
だ
っ
た
と
い
え

る
で
あ
ろ
う
。
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仰
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宮
向
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z・0
匂・ロ日付
Z

匂・

4
F
Z
1
4
N
U
切

S
Y
B山
口
の

O
E
S
E
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u
o
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背
広
合
。

B
G
g
b
F
-
e
z
。

sa--
仲
・
戸
℃
・

5
品

g
g
u
「
共
和

制
か
君
主
制
か
。
彼
の
独
立
不
き
の
性
格
、
彼
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ぷ
ト
的
教
養
は
前
者
に
彼
を
お
し
ゃ
っ
た
が
、
彼
の
現
実
主
義
的
感
覚
及
び
デ
マ
ゴ
ギ
イ

の
卑
俗
性
に
対
す
る
嫌
悪
は
、
君
主
制
が
イ
ギ
リ
ス
流
の
憲
法
に
よ
っ
て
隠
和
に
さ
れ
る
な
ら
ば
君
主
制
で
?
ち
ょ
い
と
考
え
る
よ
う
に
さ
せ
た
。
」
同
協

同

bgvs-e伊
良
r

。v
a
F匂
-
A
p
m
F
一.

(2) 

導
き
の
恒
星
、
「
規
則
正
し
い
自
由
」

そ
こ
に
は
大
き
な
「
柔
軟
性
」
が
認
め
ら
れ
る
Q

こ
の
こ
と
自
体
、

彼
が
、
自
由
の
保
障
を
極
め
て
重
視
し
、
政
治
制
度
は
む
し
ろ
そ
の
「
手
段
」
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
て
い
た
こ
と
を
示
す
。

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
Q

彼
の
政
治
制
度
観
は
、

以
上
の
よ
う
に
、
幾
変
遷
を
経
て
お
り
、

ゴ
シ
ス
タ
シ
の
「
政
治
的
遺
言
書
」
(
ラ
ブ
レ
エ
)
と
目
さ
れ
る
一
句
は
、

私
は
、
四
十
年
間
に
わ
た
っ
て
同
じ
原
則
を
擁
護
し
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
自
由
と
い
う
こ
と
、
宗
教
に
お
け
る
、
哲
学
に

お
け
る
、
文
学
に
お
け
る
、
産
業
に
お
け
る
、
政
治
に
お
け
る
。
そ
し
て
、
自
由
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
私
は
、
個
人
性
の
勝
利
(
宮
町
。
B-MV古
島
由

コ
出
品
目
三
島
回
目
口
広
)
を
、
す
な
わ
ち
、
専
制
主
義
に
よ
っ
て
統
治
す
る
こ
と
を
欲
す
る
権
力
に
対
す
る
と
同
様
に
、
多
数
派
に
少
数
派
を
屈
従
せ
し
め
る
権

利
を
要
求
す
る
大
衆
吉
田
面
白

g)
に
対
す
る
勝
利
を
意
味
し
た
の
で
あ
る
Q

こ
と
で
、
彼
が
主
張
し
て
や
ま
な
か
っ
た
自
由
が
、
徹
底
し
た
個
人
主
義
的
自
由
で
あ
る
こ
と
は
あ
ま
り
に
も
明
白
で
あ
る
。

と
は
、
彼
の
、
古
代
的
自
由
と
近
代
的
自
由
と
の
区
別
を
み
れ
ば
、
も
っ
と
は
っ
き
り
す
る
。
す
な
わ
ち
、
古
代
に
お
い
て
は
、
政
治
的

こ
の
こ

自
由
と
は
、
直
接
そ
の
都
市
共
同
体
の
政
治
に
参
加
し
、
J

白
か
ら
の
意
志
に
従
っ
て
統
治
す
る
こ
と
を
意
味
し
、

そ
の
共
同
体
の
為
に
は

市
民
個
人
は
犠
牲
に
な
る
乙
と
も
厭
は
な
い
と
い
う
精
神
が
、
美
徳
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
近
代
に
お
い
て
は
、
参
政
は
代
議

仰
い
士
の
選
出
広
よ
っ
て
間
接
的
・
消
極
的
に
行
な
う
に
す
ぎ
ず
、
彼
白
か
ら
政
治
を
行
な
う
訳
で
は
な
い
。
他
方
、
文
明
の
進
歩
に
と
も
な

ン
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っ
て
九
個
人
的
幸
福
追
求
の
手
段
は
非
常
に
多
く
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
近
代
的
市
民
が
要
求
す
る
唯
一
の
も
の
は
、
白
か
ら
の
個
人



的
幸
福
を
確
保
す
る
た
め
の
制
度
的
保
障
で
あ
り
、

こ
の
私
的
幸
福
を
犠
牲
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
政
治
的
利
益
な
る
も
の
は
、
全
く

存
在
し
え
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
古
代
に
お
い
て
は
、
政
治
的
自
由
と
市
民
個
人
の
自
由
と
が
反
対
概
念
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、

近
代
市
民
に
と
っ
て
は

乙
の
二
つ
の
自
由
は
分
離
対
立
し
え
ぬ
概
念
と
な
り
、
政
治
的
自
由
と
は
、
「
市
民
が
幸
福
で
あ
る
乙
と
を
う
る
権
能
に
外
な
ら
ず
、

幸
福
を
い
か
な
る
人
間
的
権
力
に
よ
っ
て
も
恐
意
的
に
妨
げ
ら
れ
な
い
」
こ
と
を
意
味
す
る
と
と
に
な
る
の
で
あ
る
Q

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
彼
は
ル
ソ
オ
の
主
権
無
制
約
論
を
批
判
、
個
人
的
権
利
の
尊
重
が
主
権
の
限
界
で
あ
り
、

一
切
の
権
力
の
正

当
性
の
基
礎
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
彼
は
、
「
人
権
の
神
権
説
」
(
フ
ア
ゲ
)
を
主
張
し
、
「
個
人
を
真
実
の
主
権
者
と
し
た
」
(
ロ
ン
パ

ル
デ
イ
エ

i
ル
)
、
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

コ
シ
ス
タ
シ
が
、
革
命
・
反
革
命
・
ク
ワ
デ
タ
ア
を
嫌
悪
し
、
そ
れ
ら
を
厳
し
く
糾
弾
す
る
の
は
、
そ
れ
ら
が
い
ず
れ
も
、
個
人
の
自
由

や
権
利
を
侵
害
す
る
か
ら
で
あ
る
。

一
七
九
六
年
に
彼
は
、
革
命
が
「
爾
後
、
自
由
に
と
っ
て
筈
し
か
与
え
え
な
い
か
ら
」
そ
の
終
結
を

強
く
願
う
、
と
い
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
一
八
二

O
年
に
は
、
「
い
か
な
る
草
命
と
い
え
ど
も
、
一
人
の
無
実
な
人
の
生
命
を
奪
う
こ
と

は
で
き
な
い
斗
と
宣
明
し
て
い
る
等
、

乙
の
種
の
思
想
を
表
明
し
た
発
言
は
極
め
て
多
い
。

そ
し
て
彼
は
、

人
の
怒
意
に
よ
る
支
配
に
代

え
て
、
明
確
に
規
定
さ
れ
た
法
の
支
配
に
よ
り
、

ま
た
、
独
立
し
た
司
法
機
関
及
び
陪
審
制
に
よ
っ
て
、
自
由
を
制
度
的
に
保
障
す
る
こ

と
を
要
求
し
て
や
ま
な
か
っ
た
。

以
上
の
べ
つ
見
に
よ
っ
て
、
彼
の
い
う
「
規
則
正
し
い
自
由
」
の
本
質
の
り
ん
か
く
を
つ
か
む
乙
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち

彼
は
、
政
治
制
度
の
平
和
的
・
合
法
的
な
運
行
に
よ
っ
て
、

ま
た
、
整
備
さ
れ
た
独
立
の
司
法
制
度
に
よ
っ
て
、
市
民
の
個
人
的
自
由
は

恒
常
的
且
つ
具
体
的
に
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
い
，
っ
。

こ
の
よ
う
な
制
度
的
保
障
を
と
も
な
っ
た
自
由
が
、
「
規
則
正
し
い
自

ee 
'hザ

こ
の
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由
」
で
あ
り
、

そ
の
制
度
的
保
障
の
為
に
「
中
立
権
」
が
「
不
可
欠
」
だ
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
Q

出
「
自
由
、
秩
序
、
人
民
の
幸
福
が
人
間
的
集
合
の
目
的
で
あ
り
、
政
治
的
組
織
は
手
段
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
己
回
目
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同
時
に
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ブ
ル
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ヨ
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的
自
由
で
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と
言
え
る
Q

こ
の
こ
と
は
、
彼
の
、
選
挙
の
財
産
資
格
に
関
す
る
見
解
、
労
働
者
階
級
を
参
政
か
ら
排
除

す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
、
無
制
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所
有
権
不
可
侵
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産
業
、
財
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ら
れ
る
。
切
白
骨
同
]
箆
出
回
目

。
g
a
s
p
甲
山
田
弘
司
問
団
・
・
皆
E
C
o
d
g
-
-
P
H
-
匂
・
忠
1
8・
HHMlHNfQ-MV芯
S
F
冨
・
切
呂
田
件
。
同
司
自
色
2
5
h
W
8
3
-笠
宮
2
・
HCS-
唱
・
£
ω
1
印・

凶
匂
宮
冊
-
『M
困臣田℃豆昆骨晶診品。。

s回Eρ宮己伽宮曲$骨
g由血$仲晶由

由g。
gg回戸
s但卯
申
g帥
g
ロ号『
E伊忠仲岱凹芯。ロP.
困司
V胆包困弘晶宕田♂
.H巴由叩足
M.
匂
-mup

国

の

og肉冊目。グ
O同

y
a
?
匂
・
ぉ
l
酔
吋
の
引
用
に
よ
る
。

第
二
節

中
立
権
の
消
極
性
と
積
極
性

そ
も
そ
も
彼
の
個
人
的
自
由
の
強
調
は
、
必
然
的
に
意
見
の
対
立
・
抗
争
を
承
認
す
る
、

!
l
'む
し
ろ
そ
れ
ら
の
な
い
と
こ
ろ
に
は
、

自
由
も
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
彼
は
、
既
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
国
家
権
力
が
諸
機
関
に
分
割
せ
ら
れ
、
各
権
力
が
各
々
そ
の
限
界
を
こ
え

ず
均
衡
と
調
和
を
保
っ
て
ゆ
く
と
乙
ろ
に
、
自
由
が
保
障
さ
れ
る
と
考
え
た
。

ル
ネ
・
カ
ピ
タ
シ
教
授
は
、
彼
の
真
意
を
要
約
し
て
、

ヨ
ン
ア
リ

次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
「
諸
権
力
の
抗
争
は

そ
れ
ら
の
協
調
の
手
段
に

す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、

そ
の
(
協
調
の
)
為
に
は
、
意
見
の
相
違
が
諸
権
力
の
総
合
作
品
に
先
行
す
べ
き
で
あ
る
」
と
。

し
か
し
、

一
七
九
一
年
及
び
共
和
三
年
憲
法
は
、

-148-

夫
々
の
仕
方
で
、
厳
し
い
権
力
分
立
制
を
採
用
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
諸
権
力
の

問
、
特
に
、
立
法
府
と
執
行
府
と
の
聞
に
、
「
還
元
不
可
能
な
抗
争
を
生
じ
、
」
諸
権
力
の
協
調
に
破
綻
を
来
し
て
、
制
度
自
体
の
ふ
く
減
(
草



命
・
ク
歩
デ
タ
ア
〉
を
惹
起
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
経
験
こ
そ
が
、
「
規
則
正
し
い
自
由
」
の
実
現
を
希
求
し
て
や
ま
な
い
つ
シ
ヌ
タ
シ

に
、
中
立
権
の
不
可
欠
性
を
示
唆
し
た
の
で
あ
る
Q

~144~ 

彼
が
、
中
立
権
は
「
政
治
組
織
の
け
つ
作
」
で
あ
る
、
と
述
べ
、
ま
た
「
殆
ん
ど
総
て
の
憲
法
の
欠
陥
は
、
中
立
権
を
創
設
し
な
か

っ
た
と
こ
ろ
に
存
し
た
い
‘
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
右
の
省
察
に
も
と
づ
く
。
そ
し
て
彼
は
、
中
立
権
に
、
次
の
よ
う
な
役
割
を
期
待
す
る

の
で
あ
る
。

執
行
権
、
立
法
権
及
び
司
法
権
は
、
各
々
が
そ
の
部
門
に
お
い
て
、
全
体
的
な
運
動
に
相
協
力
す
べ
き
三
つ
の
パ
ネ

(
5
8
0
5田
)
で
あ
る
Q

し
か
し
、

ζ

れ
ら
の
パ
ネ
が
故
障
を
き
た
し
、
相
交
錯
し
、
互
に
衝
撃
を
与
え
あ
い
、
相
さ
ま
に
げ
あ
う
よ
う
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
を
も
と
の
各
々
の
位
置
に

も
ど
す
一
つ
の
力

(S205)
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
Q

そ
し
て
こ
の
力
は
、
他
の
権
力
を
破
壊
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、

こ
れ
ら
の
パ
ネ
の
な
か
に
お
か
れ
で
は
な
ら
ず
、

ζ 

の

い
わ
ば
、

三
権
J

の
「
外
部
」
に
お
か
れ
「
中
立
的
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
中
立
権
の
局
外
者
的
位
置
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、

い
ず
れ
の
権

カ
に
対
し
て
も
「
敵
対
的
」
と
な
る
こ
と
な
く
、
「
保
持
的
(
℃
芯
印
巾
ミ
白
骨
付
。
)
、

回
復
的
(
芯
℃
凶

E
豆
日
)
」
機
能
を
果
す
乙
と
が
で
き
る
、

と
い
，
っ
。
プ
シ
ス
タ
シ
は
、

な
お
、

立
憲
君
主
制
に
お
け
る
.

国
家
権
方
を
「
異
な
っ
た
性
質
に
応
じ
て
」
更
に
区
分
し
、
国
王
の
中
立
権
、
大

臣
の
執
行
権
、
裁
判
所
の
司
法
権
の
ほ
か
に
、

立
法
権
を
二
分
し
て
、
世
襲
議
院
の
も
つ
「
継
続
性
の
代
表
的
権
カ
」
と
、
民
選
議
院
の

も
つ
「
輿
論
の
代
表
的
権
力
」
に
区
別
す
る
。
結
局
五
権
力
(
記
に
な
る
。

(1) 

中
立
権
の
消
極
性

(a) 

中
立
権
の
超
越
的
地
位
と
消
極
的
本
質



論理
J

の
さ
権立宇中の

?
ー
シ
F
h
アス、ンコり

責
任
あ
る
大
臣
が
、

ザ

J

ギMU 

e

ン

4

M

守

こ
の
国
王
権
力
に
つ
い
て

ゴ
シ
ス
タ
シ
は
、
「
文
明
の
進
歩
」
と
と
も
に
、

そ
れ
は
活
動
的
な
「
人
間
」
と
し
て
の
性
格
を
失
い
、
次

第
に
「
抽
象
的
」
と
な
り
、
名
同
化
す
る
傾
向
に
あ
る

と
い
う
。

国
王
の
直
接
的
行
動
は
常
に
不
可
避
的
に
、
文
明
の
進
歩
の
理
由
に
よ
り
、
弱
化
し
つ
つ
あ
る
0

・
:
'
今
日
、
裁
判
所
。
協
力
な
し
に
行
な
わ
れ
る
国
王

に
よ
る
裁
判
を
、
び
と
は
ど
う
み
る
光
ろ
う
。
あ
ら
ゆ
る
法
原
則
の
侵
犯
、
あ
ら
ゆ
る
権
力
の
混
合
、
あ
ら
ゆ
る
階
層
か
ら
強
く
欲
せ
ら
れ
て
い
る
司
法
の

独
立
の
破
壊
を
み
る
の
で
あ
る
。

こ
の
国
王
権
の
弱
化
は
、
執
行
権
と
の
関
係
に
お
い
て
更
に
顕
著
と
な
る
(
後
述
刷
)
が
、

国
王
は
、
他
の
四
つ
の
国
家
権
力
に
対
す

る
直
接
的
行
動
か
ら
離
れ
て
、
「
そ
の
真
中
に
、

し
か
し
そ
れ
ら
の
上
に
」
位
置
し
、
ま
た
、
一
輿
論
の
多
様
性
に
優
越
し
て
」
位
す
る
、

ル
ヤ
も
い
v

つ。

君
主
は
特
別
あ
つ
ら
え
の
神
聖
な
領
域
に
位
置
す
る
。
諸
君
の
視
線
、
諸
君
の
疑
惑
は
決
し
て
そ
こ
迄
淫
し
て
は
な
ら
な
い
ο

彼
は
、
底
意
も
、
弱
き
も

A
7
J
V
 

大
臣
と
の
な
れ
あ
い
も
全
く
な
い
の
だ
。
何
故
な
ら
ば
、
そ
れ
は
人
間
で
は
な
く
、
嵐
の
領
域
に
超
然
た
る
中
立
的
で
抽
象
的
な
権
力
な
の
で
あ
る
か
ら
Q

し
か
し
、
「
人
間
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
は
、
専
制
君
主
が
、
総
て
を
法
律
に
代
る
彼
の
意
志
で
な
し
え
た
と
い
う
意
味
で
そ
う
だ
と

い
う
の
で
は
な
く
、
「
立
憲
的
君
主
」
が
、
「
彼
の
大
臣
な
く
し
て
は
何
も
な
し
え
ず
、
:
:
:
彼
の
大
臣
は
法
律
な
く
し
て
は
何
も
な
し
え

な
い
」
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
よ
う
に
雲
の
上
に
ま
つ
り
あ
げ
ら
れ
た
君
主
は
、
彼
そ
か
こ
む
「
尊
崇
の
念
」
と
、
「
彼
の
威
厳
の
恒
久
性
」
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
実
力
を
も
っ
て
彼
の
最
高
権
を
さ
ん
だ
っ
す
る
野
望
を
未
然
に
防
ぐ
と
と
も
に
、
「
い
か
な
る
激
情
も
到
達
し

え
な
い
、
確
定
し
た
、
攻
撃
不
可
能
な
一
点
」
と
な
り
、
「
秩
序
の
保
持
と
自
由
の
保
持
以
外
の
利
益
を
有
せ
ず
」
、
「
一
切
の
権
カ
が
相
援

け
、
相
理
解
し
、
協
調
し
で
行
動
す
る
こ
と
を
:
:
:
真
実
の
利
益
」
と
す
る
国
家
権
力
の
全
「
構
築
物
の
頂
点
に
位
す
る
特
別
な
存
在
」

省。
'
hサザー



と
し
て
、
「
制
度
の
安
定
性
」
の
基
軸
と
な
る
の
で
あ
る
。

以
上
に
よ
っ
て
ま
ず
明
ら
か
と
な
っ
た
こ
と
は
、
中
立
権
と
し
て
の
国
王
権
力
は
、
能
動
的
な
他
の
四
権
力
及
び
相
対
立
す
る
意
見
の

局
外
者
と
し
て
、
超
然
と
し
て
位
置
す
る
、
安
定
し
た
不
可
侵
の
抽
象
的
権
力
だ
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

L
U
 
(
 
大
臣
権
力
へ
の
積
極
的
要
素
の
移
譲

ゴ
シ
ス
タ
シ
が
、
「
本
質
的
か
つ
基
本
的
だ
」
と
し
、
ま
た
、
「
あ
ら
ゆ
る
政
治
的
組
織
の
鍵
」
と
し
て
強
調
す
る
の
は
、

不
可
侵
の
国
王
権
力
と
責
任
を
も
っ
大
臣
権
力
と
の
、
載
然
た
る
区
別
で
あ
る
。
彼
は
、
こ
の
区
別
に
よ
っ
て
、
大
臣
の
平
和
的
な
罷
免
・

い
っ
た
い

交
迭
の
問
題
を
解
決
す
る
(
後
述
倒
)
と
同
時
に
、
国
王
の
「
不
可
侵
性
を
よ
り
神
聖
な
も
の
」

に
し
、
大
臣
の
「
責
任
を
よ
り
現
実
'
的

な
も
の
」
に
し
よ
う
、

と
考
え
た
の
で
あ
る
。

大
臣
権
は
、
自
由
な
憲
法
の
も
と
に
お
い
て
は
、
執
行
の
唯
一
の
原
動
力
で
あ
る
こ
と
が
非
常
に
現
実
的
で
あ
る
の
で
、
君
主
は
大
臣
の
仲
介
な
く
し
て
-

ハ
MJV

は
何
も
の
も
提
案
し
な
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
臣
の
副
署
が
国
民
に
大
臣
の
責
任
を
保
障
し
な
い
よ
う
伝
い
か
な
る
命
令
を
も
発
し
な
い
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
国
王
権
は
、
「
存
在
し
て
い
る
も
の
を
維
持
す
る
権
利
」
を
も
つ
の
に
対
し
、
大
臣
権
は
、
「
未
だ
存
在
し
な
い
も
の
の
設
立

を
提
案
す
る
権
利
」
を
も
っ
と
し
、
後
者
「
の
み
が
能
動
的
」
で
あ
り
、
前
者
が

「
受
動
的
」
で
あ
る
こ
と
を
、
操
返
え
し
て
強
調
す
〆

る。

前
者
は
後
者
を
強
制
し
て
行
動
さ
せ
る
い
か
な
る
手
段
も
も
た

何
故
な
ら
、
「
若
し
後
者
が
行
動
す
る
こ
と
を
欲
し
な
い
な
ら
ば

な
い
し
、
後
者
な
く
し
て
は

い
か
な
る
行
動
の
手
段
も
も
た
な
い
の
だ
」
か
ら
で
あ
る
。

中
立
権
た
る
国
王
は
、

か
く
し
て
、
大
臣
が
現
実
的
に
責
任
を
負
う
領
域
に
お
い
て
は
、
全
く
受
動
的
・
消
極
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
な
る
。

乙
の
大
臣
の
責
任
の
範
囲
は
、
必
ら
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
が
二
般
に
執
行
ま
た
は
行
政
権
の
管
轄
領
域
と
考
え
ら
れ
て
い
る
全
分
野
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に
わ
た
る
と
い
っ
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
、
彼
の
説
く
大
臣
責
任
は
、
本
質
的
に
は
、
刑
事
的
責
任
で
あ
り
、
「
最
大
限
、
道
徳
的
責
任
(
ル
ネ
・

カ
ピ
タ
ン
)
で
し
か
な
い
、
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
が
、
し
か
し
、
議
院
が
大
臣
を
弾
劾
し
う
る
範
囲
は
広
汎
旦
無
限
定
で
あ
り
、
ま
た
、

大
臣
の
み
で
な
く
、
行
政
機
構
の
末
端
に
お
け
る
下
級
官
吏
の
責
任
そ
も
、
陪
審
制
の
採
用
に
よ
っ
て
、
確
保
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

な
お

執
行
権
以
外
に
も

法
律
発
案
時

平
和
及
び
戦
争
の
権
利
等

ジ
ャ
ル
ト
に
お
い
て

国
王
の
権
限
だ
と
明

命
令
制
定
権
、

示
さ
れ
て
い
る
権
能
に
つ
い
て
も
、
自
玉
の
不
可
侵
性
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
臣
の
実
質
的
決
定
権
或
い
は
責
任
を
確
保
し
ょ

う
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
国
王
が

l
l中
立
権
者
と
し
て
保
持
す
る
権
能
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
諸
特
権
に
も
、
大
臣
権
力
が
関
与
し
て
は
な
ら
な
い
と
考

パンジヤマン・♂ンスタンの申立援の理論、

コ
シ
ス
タ
シ
が
、
中
立
権
と
し
て
の
国
王
に
残
さ
れ
た
特
権
と
し
て
挙
げ
る
の
は
、

恩
赦
権
、
貴
族
院
議
員
任
命
権
、
司
法
官
任
命
権
、
代
議
院
解
散
権
、
大
臣
任
命
(
罷
免
)
権
、
恩
典
授
与
権
で
あ
る
が
、
例
え
ば
、
代

王
政
復
帰
時
代
の
慣
行
上
、
常
に
大
臣
の
副
署
を
と
も
な
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
か
ら
、

え
て
い
る
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
Q

す
な
わ
ち

議
院
解
散
権
の
行
使
に
は
、

コ
シ
ス
タ
シ
'
も
、

こ
の
慣
行
を
排
斥
す
る
訳
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
Q

こ
れ
を
要
す
る
に
、
閏
王
権
は
、
大
臣
権
が
そ
の
責
任
を
現
実
的
に
担
保
し
て
い
る
全
領
域
に
お
い
て
(
す
な
わ
ち
、

執
行
(
行
政
)

ν
ャ
ル
ト
が
国
王
の
権
能
と
し
て
明
示
し
て
い
る
若
干
の
権
限
、

及
び
、
中
立
権
と
し
て
の
国
王
園

権
の
管
轄
の
全
分
野
の
み
な
ら
ず
、

有
の
特
権
と
さ
れ
る
若
干
の
権
限
に
迄
及
ぶ
、
広
汎
な
国
家
活
動
領
域
に
お
い
て
)
、
「
受
動
的
」
す
な
わ
ち
消
極
的
で
あ
り
、
大
臣
権
力

の
み
が
「
能
動
的
」
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
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論明
て
、
「
(
国
王
は
白
か
ら
の
名
に
お
い
て
は
決
し
て
一
行
動
し
な
い
。
)
全
権
力
の
頂
点
に
位
置
し
、

権、喧
整
し
、
か
く
し
て
、
政
治
行
動
に
は
直
接
参
加
す
る
こ
と
な
く
そ
れ
を
緩
和
し
つ
つ
、
そ
れ
(
政
治
行
動
筆
者
註
)

刈
る
。
(
そ
こ
か
ら
国
王
の
不
可
侵
性
が
結
果
す
る
目
。
そ
し
て
彼
は
、
こ
の
国
王
権
力
の
行
使
の
有
様
を
、
イ
ギ
リ
ス
憲
法
を
引
用
す
る
こ

{

3

)

 

J"
と
に
よ
っ
て
、
ヴ
イ
ヴ
イ
ド
に
表
現
し
て
い
る
。
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中
立
機
の
積
極
性
と
そ
の
限
界

本
節
の
は
じ
め
に
引
用
し
た
中
立
権
の
役
割
に
つ
い
て
の
ゴ
シ
ス
タ
シ
の
毅
述
に
よ
れ
ば
、
活
動
的
な
諸
権
力
が
ノ
オ
マ
ル
な
運
行
を

障
げ
ら
れ
た
場
合
に
は
、
各
権
力
を
正
常
な
位
置
に
も
ど
す
ご
つ
の
力
」
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
せ
ら
れ
て
い
る
Q

そ
こ
で
は
中

立
権
が
本
質
的
に
戎
る
穫
の
積
極
性
を
期
待
さ
れ
て
い
る
、

と
読
め
る
。
ま
た
、
前
段
の
末
で
引
用
し
た
中
立
権
の
保
持
す
る
諸
特
権
の

重
要
性
を
考
え
る
と
(
そ
れ
は
、
「
高
貴
、
美
麗
、
崇
厳
」
に
し
て
「
広
大
な
職
域
、
威
圧
的
な
権
能
、
津
大
且
つ
高
貴
な
任
務
」
、

と

う
コ
シ
ス
タ
シ
の
形
容
を
ま
つ
ま
で
も
な
く
)
、
国
王
が
な
お
、
強
大
な
特
権
を
留
保
し
て
い
て
、
機
あ
ら
ば
そ
れ
を
思
い
切
っ
て
行
使

す
る
に
ち
が
い
な
い

と
い
う
印
象
を
受
け
る
。

こ
の
印
象
は

ゴ
シ
ス
タ
シ
の
別
な
言
葉
か
ら
も
、
受
取
ら
れ
る
。
中
立
権
は
寸
い
わ
ば
、
他
の
諸
権
力
の
裁
判
的
権
力
」
で
あ
っ

或
る
権
力
を
創
設
し

他
の
権
力
を
調

を
指
導
す
る
の
で
あ

い
か
な
る
法
律
も
、
低
襲
議
院
及
び
民
選
議
院
の
協
力
な
し
に
は
制
定
さ
れ
え
ず
、
い
か
な
る
行
為
も
大
自
の
署
名
な
く
し
て
は
執
行
さ
れ
え
ず
、
い
か

な
る
判
決
も
独
立
し
た
法
廷
に
よ
ら
ね
ば
宣
告
さ
れ
え
な
い
。
し
か
し
と
れ
ら
の
そ
ち
が
と
ら
れ
た
以
上
、
じ
ら
ん
な
さ
い
。
イ
ギ
リ
ス
憲
法
は
、
王
権

を
あ
ら
ゆ
る
危
険
な
抗
争
を
終
結
せ
し
め
、
そ
し
て
、
他
の
諸
権
力
の
関
の
調
和
を
回
復
す
る
た
め
に
つ
か
っ
て
い
る
の
で
す
。
執
行
権
の
行
動
が
危
険

、
と
な
る
や
、
王
は
大
岳
を
髄
免
す
る
。
世
襲
議
院
の
行
動
が
不
士
口
と
な
れ
ば
、
玉
は
新
貴
族
を
創
っ
て
、
新
ら
し
い
煩
向
を
そ
こ
に
与
え
る
Q

民
選
議
院

が
脅
威
的
だ
と
わ
か
つ
て
去
れ
ば
、
王
は
担
一
否
権
を
行
使
し
、
或
い
は
民
選
議
院
を
解
散
す
る
Q

最
後
に
、
司
法
権
の
行
動
ま
で
が
:
:
:
か
乙
く
す
ぎ
る
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、説

刑
を
適
用
し
て
、
不
都
合
と
な
れ
ば
、
玉
は
恩
赦
権
に
よ
っ
て
こ
の
行
動
を
緩
和
す
る
。

こ
の
よ
う
な
「
危
険
」
「
不
吉
」
「
脅
威
的
」
「
不
都
合
」
等
の
判
断
は
、
国
王
個
人
の
判
断
に
か
か
り
、
ま
た
、
そ
の
対
策
も
国
王
の
意

論

志
に
依
存
す
る
訳
で
あ
る
か
ら
1
1も
ち
ろ
ん
顧
問
官
は
い
る
の
だ
が

l
l、
国
王
の
各
権
力
聞
の
調
整
の
権
能
は
、
極
め
て
重
要
で
あ

り
、
か
つ
積
極
的
な
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
、

と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
政
体
を
、
「
王
の
仲
裁
の
も
と
に
お
け
る
諸
権
力
の
均
こ
う
」
と
し
て
把
握
し
、
「
仲
裁
」
と
い
う
積
極
的
要
素
を
含
む
言
葉
が
採

用
さ
れ
る
原
因
は
そ
こ
に
あ
り
、
ま
た
、
中
立
権
が
「
調
整
権
」
と
通
常
混
用
さ
れ
る
の
も
、
理
由
が
な
い
訳
で
は
な
い
。

J

し
か
し
、
以
上
の
よ
う
な
検
討
の
結
果
の
み
を
も
っ
て
、
中
立
権
と
調
整
権
と
を
同
一
視
す
る
と
と
は
、
少
し
く
軽
卒
に
す
ぎ
る
、
と

い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

ま
ず

コ
シ
ス
タ
シ
自
身
、
彼
の
著
作
中
に
お
い
て

ど
こ
に
も
「
調
整
権
」
と
い
う
言

(
資
料
の
不
備
及
び
私
の
読
み
落
し
が
な
け
れ
ば
)

棄
を
使
っ
て
い
な
い
こ
と
に
注
目
す
べ
き
だ
ろ
う
。

「
調
整
す
る
」
(
目
。
忌

2)

も
っ
と
も
、
既
に
引
用
し
た
文
章
中
に
も
あ
る
よ
う
に
、

と
い
う
動
詞
を
用
い
て
い
る
場
合
や
、
「
調
整
者
」

(go伝
E
R
E吋
)
と
い
う
名
詞
を
使
っ
て
い
る
稀
な
例
が
な
い
訳
で
は
な
い
が
、

だ
け
も
っ
て
、
調
整
機
と
規
定
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、
疑
問
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

コ
ジ
ス
タ
シ
の
文
章
は
、
極
め
て
煮
つ
ま
っ
た
明
快
な
も
の
で
あ
り
、
法
律
的

κも
相
当
正
確
な
用
語
の
使
い
方
を
し
て

い
る
こ
と
を
指
摘
し
う
る
と
す
れ
ば
、
何
故
に
「
調
整
権
」
と
い
う
規
定
を
表
面
に
出
さ
な
か
っ
た
か
は
、
当
然
問
題
に
さ
れ
て
然
る
べ

ゴ
シ
ス
タ
シ
と
同
じ
自
由
派
に
属
し
、
政
論
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
ラ
シ
ジ
ユ
イ
ネ
伯
は
、

そ
の
著
作
中
で
、
国
王
権
を
は
っ
き
り
「
調
整
権
」
と
規
定
し
て
い
る
が
、
彼
の
論
調
は
、
国
王
に
関
し
、

き
で
あ
る
。

こ
れ
と
対
称
的
に
、
当
時
、

コ
シ
ス
タ
シ
に
比
べ
て
よ
り

権
威
主
義
的
で
あ
り
、
ま
た
、

理
論
家
と
し
て
は
、

そ
の
文
章
に
お
い
て
、
法
律
的
な
明
確
法
に
之
し
く
、

コ
シ
ス
タ
シ
の
亜
流
、
だ
と
い

15D~ 
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論
-
理の
ゐ
権立中のン/々スンヨンマヤジン

J

、
え
そ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

ゴ
シ
ス
タ
シ
の
「
中
立
権
」
の
観
念
は
、
-
フ
シ
ジ
ユ
イ
ネ
伯
の
規
定
し
た
よ
う
な
「
調
整
権
」
と
い
う

よ
り
積
極
的
で
あ
い
ま
い
な
観
念
と
区
別
す
る
た
め
に
も
、
「
調
整
権
」
と
、
無
ぞ
う
さ
に
呼
び
か
え
な
い
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
。

で
は
い
っ
た
い

ゴ
シ
ス
タ
シ
自
身
、

ど
の
程
度
迄
中
立
権
の
積
極
性
を
認
め
て
い
た
の
か
。
そ
れ
を
、
既
に
み
た
よ
う
な
、
権
能
の

重
要
さ
だ
け
か
ら
速
断
で
き
な
い
と
す
れ
ば
、
む
し
ろ
、

そ
れ
ら
の
権
能
が
、
国
王
に
よ
っ
て
、
具
体
的
・
実
際
的
に
ど
の
よ
う
に
行
使

さ
る
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
と
い
う
観
占
刊
か
ら
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
点
は
、
彼
自
身
が
、

ば
き
り
規
定
し
て
い
る
訳
で

は
な
い
か
ら
、
全
著
作
の
コ
シ
テ
キ
ス
ト
か
ら
、
役
の
真
意
を
推
定
す
る
ほ
か
は
な
い
。

ま
た
政
治
的
に
重
要
な
権
能
は
、
大
臣
の
任
免
権
で
あ
ろ
う
。
乙
の
国

王
の
特
権
を
、
特
に
代
議
院
の
子
捗
か
ら
自
由
な
も
の
と
し
よ
う
と
し
た
ゴ
シ
ス
タ
シ
の
主
調
は
極
め
て
強
硬
で
あ
る
Q

彼
は
、
代
議
院

そ
も
そ
も
、
中
立
権
者
の
特
権
と
し
て
、
最
も
微
妙
で
あ
り
、

が
大
臣
を
「
公
的
な
信
頼
に
値
し
な
い
と
い
う
宜
舌
己
を
す
る
こ
と
に
強
く
反
対
す
る
が
、
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
そ
れ
が
、
国
王
の
大

臣
の
任
命
権
の
直
接
的
な
侵
害
で
あ
る
か
ら
だ
と
い
う
。
で
は
、
そ
の
よ
う
に
、
何
者
に
も
「
触
れ
ら
れ
る
こ
と
な
く
尊
重
さ
る
」
べ

き
国
王
の
大
臣
任
免
権
は
、
全
く
彼
の
個
人
的
怒
意
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
Q

も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、

乙
の
機
能
は
、

国
王
が
意
の
ま
ま
に
政
治
を
指
導
す
る
た
め
に
、
極
め
て
積
極
的
に
行
使
さ
れ
う
る
訳
で
あ
る
Q

し
か
し
、

そ
こ
に
は
次
の
よ
う
な
制
約

が
課
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。

ま
ず
、
中
立
権
と
し
て
の
(
立
憲
君
主
制
の
)
国
王
が
、
絶
対
君
主
制
の
国
王
と
異
な
る
と
い
う
、

国
王
の
本
質
か
ら
く
る
制
約
が
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
絶
対
君
主
は
、
彼
の
怒
意
に
も
と
づ
い
て
、
自
己
の
寵
愛
す
る
同
盟
者
を
大
臣
に
任
命
し
、
彼
の
反
感
を
買
っ
た
大
臣
を

直
ち
に
罷
免
し
う
る
の
で
あ
る
が
、

立
憲
君
主
は
、
既
に
み
た
よ
う
に
、
本
質
的
に
非
人
開
化
し
た
抽
象
的
な
存
在
で
あ
り
、
自
由
と
秩

序
の
維
持
や
諸
権
力
の
協
調
を
莫
実
の
利
益
と
す
る
、

一
種
の
裁
判
官
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
る
あ
か
ら
、
大
臣
任
免
権
の
行
使
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に
つ
い
て
も
、
一
国
王
の
中
立
権
者
と
し
て
の
本
質
(
或
い
は
理
念
》
上
課
せ
ら
れ
て
い
る
内
在
的
制
約
が
あ
る
、
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

次
に
、
大

E
の
議
院
に
対
す
る
関
係
の
考
慮
か
ら
、
国
王
の
政
治
的
良
識
或
い
は
笑
知
に
課
せ
ら
れ
た
制
約
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
議

-15~-

院
(
特
に
代
議
院
が
も
ん
だ
い
)
の
多
数
の
支
持
を
大
臣
が
も
ち
え
な
い
場
合
に
は
、
法
律
も
予
算
も
成
立
し
え
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
J

大
臣

の
任
免
に
あ
た
っ
て
は
、
事
実
上
、
議
院
の
政
党
(
コ
ン
ス
タ
ン
は
こ
の
言
葉
を
使
っ
て
い
な
い
が
、
同
容
上
は
同
一
)
事
情
を
考
虚
し
な
白
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
も
し
議
院
の
多
数
の
支
持
を
え
て
い
る
大
臣
と
、
国
王
と
が
衝
突
し
た
場
合
に
は
ど
う
す
る
か
、
と
い
う
起
り
う

る
重
大
な
問
題
に
つ
い
て

ゴ
シ
ス
タ
シ
の
見
解
は
、

は
っ
き
り
し
な
い
。

そ
の
後
、
国
王

こ
の
場
合
、
大
臣
は
辞
職
す
る
だ
ろ
う
が
、

は
彼
の
意
に
か
な
っ
た
太
臣
を
任
命
し
て
、
議
院
の
多
数
を
反
対
に
ま
わ
し
、

立
法
作
業
上
の
困
難
を
覚
悟
す
る
の
か
、
更
応
は
貴
族
院

に
新
貴
族
を
送
り
こ
み
、
又
、
代
議
院
の
解
散
を
も
辞
し
な
い
の
か
、
或
い
は
、
逆
に
、

大
臣
を
選
ぶ
か
、
こ
れ
ら
の
選
択
は
極
め
て
微
妙
か
つ
困
難
で
あ
る
Q

し
か
し
、

国
王
が
屈
伏
し
て
、
議
院
の
多
数
の
な
か
か
ら

国
王
は
中
立
権
で
あ

い
ず
れ
の
方
策
を
と
る
に
せ
よ

り
、
大
臣
の
任
免
に
よ
っ
て
仲
介
の
役
割
を
果
す
に
す
ぎ
な
い
の
だ
か
ら
、
議
院
の
継
続
的
か
っ
強
固
な
多
数
を
無
視
し
て
、

そ
れ
と
敵

対
的
と
な
っ
た
り
、
或
い
は
、
特
定
大
臣
の
肩
を
も
っ
て
選
挙
干
捗
を
す
る
な
ど
、

白
か
ら
の
超
然
た
る
べ
き
地
位
を
活
動
的
な
権
力
の

抗
争
の
な
か
に
淡
入
さ
せ
る
乙
と
は
、

ゆ
る
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
Q

最
後
に
、
任
免
権
発
動
の
時
期
に
関
し
て
制
約
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
国
王
は
、
「
彼
の
大
臣
な
く
し
て
は
何
も
な
し
え
な
い
」
の
で
あ

る
か
ら
、
前
大
臣
の
罷
免
後
は
、
直
ち
に
新
大
臣
を
任
命
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
罷
売
に
つ
い
て
は
、
「
国
民
が
苦
痛
を
引
受
け

・
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
過
失
が
犯
さ
れ
る
」
直
前
迄
、
大
臣
の
活
動
を
黙
認
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
Q

以
上
に
よ
っ
て
、
国
王
の
全
く
固
有
の
特
権
と
さ
れ
た
大
臣
任
免
権
す
ら
も
、

そ
れ
を
積
極
的
に
政
治
指
導
の
為
に
行
使
す
る
こ
と
は

殆
ん
ど
不
可
能
な
程
、
実
際
上
の
制
約
を
蒙
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
が
、

わ
か
っ
た
と
思
う
Q
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政
治
的
に
重
要
な
権
能
で
あ
る
、
代
議
院
解
散
権
を
は
じ
め
と
し
、

そ
の
他
の
中
立
権
者
の
諸
特
権
に
つ
い
て
も
、
既
に
ふ
れ
た
よ
う

に
、
そ
の
行
使
に
は
大
臣
の
副
署
を
と
も
な
い
、
実
際
上
、
大
臣
権
の
意
志
と
責
任
と
が
介
入
す
る
余
地
が
あ
る
と
い
う
当
時
の
慣
行

を

ゴ
シ
ス
タ
シ
が
排
斥
し
て
い
な
い
と
す
れ
ば

国
王
権
は
、

そ
れ
だ
け
積
極
性
を
失
な
う
訳
で
あ
る
。

こ
こ
で
も
、

結
局

ゴ
シ
ス
タ
シ
の
真
意
を
、
次
の
よ
う
に
要
約
し
て
も
、
大
過
は
な
い
だ
ろ
う
Q

国
王
函
有
の
「
域
目
的
な
権
能
」
も
、
彼
が

「
中
立
権
」
で
あ
る
と
乙
か
ら
、
実
際
上
は
、

国
王
個
人
に
よ
る
積
極
的
な
行
使
を
甚
だ
し
く
制
約
さ
れ
、

た
だ
、
使
は
、
そ
の
行
使
の

可
能
性
を
留
保
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
諸
権
力
の
調
和
に
影
響
を
与
え
う
る
に
す
き
な
い
。

山

岡
Hh
当時一岡山

OE--
骨
一
言
。

cc一
冊
目
エ
ザ
戸
匂
-

H

∞ゲ

間
同
》
江
口
白
山
旬
。
田
-u
宮
田
由
。
Q
S・
p
-
け
戸
匂

-
g・
こ
の
引
用
文
の
前
後
の
カ
y

コ
の
部
分
は
、
明
ら
か
に
、
消
極
的
要
素
を
表
明
し
て
い
る
Q

国
王
の
役

割
の
積
極
性
の
限
界
を
示
す
。

閣
豆
島
品
川
》
・
M
M
-

川
間
∞
釦
肉

mHPU--FSEAwg
唱。

H
Z
E
g
g
s
同
4
5ロ
g
由
。
ロ
回
目
白
河

g
g
d司白
HUE-
吋
雪
山
田

-
S印凶噂同
y
g
u
但
し
、
私
は
、
と
の
表
現
は
不
適
当
だ

と
考
え
る
。
「
仲
裁
」
の
観
念
を
採
用
し
て
い
る
の
は
、
グ
イ
シ
イ
政
権
の
作
成
し
た
憲
法
草
案
一

O
条
(
〈

-udmu--
冨
C
出回目。
F
問、巾由。。回国民

ZHU一向。
g

s
-
g
M
Eロ
白
山
富

-
g
z
z
同X
L
E
E
E国
営
宮
司
『
P
ロ
s
e
H】
MMZH4∞山
YMVMH江田・

smN-M}-S4)
及
び
、
第
五
共
和
制
憲
法
五
条
に
い
う
共
和
国
大

統
領
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
乙
れ
ら
元
首
は
、
直
接
的
・
活
動
的
に
全
権
力
に
介
入
す
る
点
で
、
よ
り
積
極
的
な
観
念
で
あ
り
、
中
立
権
の
そ
れ
と
は
重

大
な
相
違
が
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
深
瀬
、
フ
ラ
ン
ス
第
五
共
和
制
憲
法
の
成
立
と
そ
の
基
本
構
造
、
ジ
ュ
リ
ス
ト
、
一
九
四
号
、
三
九

i
四
ご

頁
参
照
。

ω
巴
@
戸
国

r
F
2
5
5
5由
民
怠
母
国
冨
宮
山
田
可
o
p
E回
由
。

sa--
什
・
戸
ガ
・

β
?
っ
社
会
的
行
動
の
尊
厳
な
る
調
整
者
で
あ
る
彼
は
、
決
し
て
自
分
で
行

動
し
な
い
に
こ
こ
で
コ
ン
ス
タ
ン
は
、
市
民
個
人
の
請
願
の
形
式
に
よ
る
大
臣
の
弾
劾
要
求
を
認
め
て
よ
い
と
主
張
、
国
王
は
神
聖
不
可
侵
な
の
だ
か

ら
大
障
と
は
ち
が
う
と
い
う
説
明
の
補
足
と
し
て
、
そ
の
よ
う
に
言
っ
た
。
国
王
が
調
整
権
者
と
し
て
、
諸
権
力
を
積
極
的
に
調
整
す
べ
き
ピ
と
い
う
意

味

は

全

く

な

い

。

札

制

r
p
c
g
g
r
g
M
g脚色
P
F田ー
-EE善
信
託
吉
田
島
由

Hog-g
宮
ロ

1
2
H
0
3
z
g
r
F
S
S
宮司仲間

L
∞
S
L
-
H・
匂
・
ぐ
戸

H8・
N
吋

M
-
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説

彼
は
、
(
匂
・

5
由
)
「
規
則
正
し
い
自
由
r

が
J

存
在
す
る
為
に
は
、
管
理
・
調
停
的
・
調
整
的
、
或
観
点
よ
り
は
中
立
的
、
他
の
関
係
か
ら
は
絶
対
的
、
最
後

に
無
答
責
な
権
威
が
不
可
欠
で
あ
る
。
と
の
権
威
は
、
一
切
の
有
害
な
抗
争
を
予
防
し
或
い
は
終
結
せ
し
め
、
重
要
な
権
力
聞
の
必
要
は
調
和
を
維
持
し

再
建
す
る
の
で
あ
る
」
と
、
国
王
権
の
機
能
を
規
定
し
て
い
る
が
、
「
中
立
的
」
性
格
の
後
退
、
指
導
的
契
機
(
す
な
わ
ち
積
極
的
性
格
)
が
よ
り
前
面
に

出
て
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ラ
ン
ジ
ュ
イ
ネ
伯
に
関
し
て
は
、

4
・
閉
伊
国
丘
P
岡
山

--Fg
吉田

tgao出
血
旬
。

}pzzgι
。

5
5
0
5
2込
回
目
。
宮
司
戸
守

g
S
E
E
P
S明
白

F
E
Z
-
思
忠
-

m
p
Z白山
間

X
F
骨
富
〔

Ea--
仲
-
F
匂
・
∞
4
l
∞
甲
山
巴
冊
目

E
F遇
。

E
与
Z
F
H
b
J
E
U
由
。

Oza--
仲
・
戸
方
・
念
品
l
ち
吋
・
そ
も
そ
も
、
立
憲
君
主
制
に
お

い
て
、
す
な
わ
ち
、
大
臣
権
と
裁
然
と
区
別
さ
れ
た
中
立
的
国
王
権
が
、
大
臣
の
罷
免
と
責
任
と
の
問
題
を
、
は
じ
め
て
解
決
し
た
、
と
彼
は
い
う
。
何

故
な
ら
ば
、
絶
対
君
主
制
に
お
い
て
は
、
君
主
と
大
臣
と
が
同
盟
者
だ
か
ら
、
大
国
の
罷
免
を
強
要
す
る
に
は
、
革
命
し
か
万
法
が
な
い
。
共
和
制
に
お

い
て
は
、
く
び
を
き
る
大
統
領
は
大
臣
の
敵
と
な
り
、
革
命
同
様
の
混
乱
が
起
る
だ
ろ
う
。
立
憲
君
主
制
に
お
け
る
国
王
こ
そ
が
、
平
和
に
大
臣
を
権
力

の
座
か
ら
去
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
彼
が
、
閏
王
の
大
国
任
命
権
を
重
視
す
る
所
以
で
あ
る
。

閣
の
同

-
E
Z
B
E昼
p
g・
8
・

0
F
Zド

、川間

Z
。
仲
冊
。
・
骨
量
。
。
号
回
z

?
戸
匂

-
N
S・
コ
ン
ス
タ
ン
は
こ
ζ

で
、
シ
ヤ
ト
オ
ブ
リ
ア
ン
が
「
大
臣
は
行
動
し
、
過
失
を
犯
し
、
失
脚
し
、
そ
し
て

国
王
は
彼
の
内
閣
を
替
え
る
」
(
シ
ヤ
ル
ト
に
基
づ
く
君
主
制
、
第
五
章
)
と
書
い
た
の
に
対
し
、
「
少
し
く
誇
張
あ
り
」
と
批
判
し
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

「
国
王
は
、
大
臣
が
今
に
も
過
失
を
犯
し
そ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
み
た
場
合
、
彼
は
平
気
で
は
い
な
い
Q

彼
は
、
国
民
が
苦
痛
を
引
受
け
る
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
過
失
が
犯
さ
れ
る
の
を
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
は
お
か
な
い
。
彼
は
、
彼
の
大
屈
を
強
制
し
て
何
か
や
ら
せ
る
訳
で
は
な
い
が
、
過
失
が
犯
さ

れ
る
前
に
、
彼
を
回
開
免
す
る
の
で
あ
る
」
。

論

結

国
王
の
一
身
は
不
可
侵
且
つ
神
聖
で
あ
る
。
彼
の
大
国
は
責
任
を
も
っ
Q

国
王
に
の
み
執
行
権
が
属
す
る
。

と

一
八
一
四
年

ν
ャ
ル
ト
の
第
一
三
条
は
宣
言
し
て
い
る
。

ζ

の
国
王
の
役
割
に
つ
い
て
、
王
制
復
帰
の
時
代
に
お
い
て
は
、

次
の
よ
う
な
三
つ
の
傾
向
の
法
理
論
が
戦
わ
さ
れ
て
い
た
。
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μド

ド
ク
ト

9
ネ

エ

ル

ユ

ル

ト

ラ

国
王
統
治
説
(
当
初
、
信
条
派
、
末
期
に
は
超
勤
王
派
に
よ
り
支
持
さ
れ
た
)
は
、

ν
ャ
ル
ト
の
す
人
{
子
を
厳
格
に
解
し
た
。
「

ν
ャ
ル
ト
の

国
王
は
、
彼
を
囲
む
諸
権
力
の
間
に
あ
っ
て
は
っ
き
り
し
た
優
位
性
を
保
持
し
て
い
る
Q

彼
の
み
が
社
会
の
道
徳
的
統
一
性
を
代
表
し
、

彼
の
み
が
行
動
し
、
彼
の
み
が
指
導
し
、
彼
の
み
が
:
:
:
法
律
の
作
成
者
で
あ
る
」
と
ロ
ワ
イ
エ
・
ゴ
ラ
ア
ル
は
き
ロ
い
、

主
体
者
と
し
、
「
指
導
的
権
力
」
だ
と
し
た
の
で
あ
る
。

国
王
を
統
治
の

白
か
ら
は
統
治
し
な
い
が
、

大
臣
に
忠
告
を
与
え
る
の
み
で
な
く
、

リ
ベ
ロ
オ

政
府
に
影
響
を
与
え
る
と
い
う
説
(
ラ
ン
ヲ
ュ
ィ
、
不
、
コ
ン
ス
タ
ン
等
の
自
由
派
)
に
よ
れ
ば
、

国
王
は

(ロ)

大
臣
の
任
免
権
の
行
使
に
よ
っ
て

政
府
の
行
動
に
影
響
を
与
え
る
。
「
大
臣
を
強
制
は
し
な
い

が
、
彼
が
過
ち
を
犯
す
前
広
罷
免
す
る
」
と
い
う

ゴ
シ
ス
タ
シ
の
リ
V

ャ
ト
オ
ブ
H
ノ
ア
ジ
批
判
は
、

こ
の
立
場
を
よ
く
表
明
し
て
い
る
。

十す

国
王
の
非
統
治
・
君
臨
説
(
テ
イ
エ

l
ル
、
初
期
の
超
勤
王
派
)
に
よ
れ
ば
、
「
国
王
は
君
臨
し
、
大
臣
が
統
治
し
、
議
院
は
判
断
す
る
」
。

乙
の
テ
イ
エ
ー
ル
の
有
名
な
テ
ー
ゼ
は
、
七
月
革
命
以
前
に
、
既
に
新
聞
「
ナ

νオ
ナ
ル
」
に
よ
っ
て
、
主
張
さ
れ
て
い
る
。
「
君
臨
す
る
と

論理の権立中ゆ
¥
を
表
明
す
る
と
み
ら
れ
て
い
る
「

νャ
ル
ト
に
基
ず
く
君
主
制
」
に
お
い
て
、
国
王
の
威
厳
を
誇
示
す
る
が
、
結
局
彼
が
主
張
し
た
の

々

〆

門

2
)

ス

ま

た

、

大

臣

の

過

失

に

力

な

く

追

随

す

る

ほ

か

は

な

い

」

と

い

う

に

ン
/コンマヤヅン

は
、
統
治
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
国
家
全
体
の
最
も
真
実
に
し
て
、
最
も
高
く
、
最
も
尊
敬
さ
れ
た
形
像
と
な
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
国
王

テ
オ
リ
イ
-
F・
シ
ル
ヨ
ン
ス
タ
シ
ス

と
は
、
人
聞
の
形
と
な
っ
た
国
家
で
あ
る
」
と
テ
イ
エ
ー
ル
は
い
う
。
ま
た
、

ν
ヤ
ト
オ
ブ

P
ア
シ
は
、
「
超
勤
王
派
の
時
誼
的
政
策
理
論
」

lま

「
国
王
は
そ
の
機
能
を
大
臣
の
意
志
に
反
し
て
行
使
し
え
ず
、

帰
す
る
。

コ
シ
ス
タ
ン
の
中
立
権
の
理
論
は
、
右
に
み
た
国
王
統
治
説
と
国
王
君
臨
説
と
の
中
聞
に
位
置
す
る
「
隠
和
・
混
合
」
説
と
み
て
よ
い

一155-

だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
彼
の
理
論
は

王
政
復
帰
の
一
下
の
二
人
の
国
玉
、

ル
イ
一
八
世
と

ν
ャ
ル
ル
一

O
世
と
の
政
治
行
動
に
対
し
て

ど
の
よ



う
な
意
義
を
も
っ
た
&
い
え
る
、
だ
ろ
う
か
。
ル
イ
一
八
世
は
、

か
わ
ら
ず
、
事
実
よ
は
多
く
の
点
で
、
ゴ
シ
ス
タ
シ
の
説
い
た
立
憲
的
君
主
の
中
立
的
役
割
に
甘
ん
じ
、
ま
た
、
諸
権
力
の
調
和
佑
φ
機

能

タ
シ
ペ
ラ
マ
シ
・
.
4ル

γ
ネ
ル

一
を
果
し
た
と
い
え
る
。
パ
ル
テ
ル
ミ
イ
が
ー
ル
イ
一
八
世
の
行
動
を
概
観
し
た
結
論
と
し
て
、
「
信
念
に
よ
っ
て
い
う
よ
り
も
個
人
的
な
気
質
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ゴ
ン
ス
タ
シ
に
対
し
て
殆
ん
ど
全
く
好
意
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
に
も
か

乙
の
君
主
は
議
院
制
的
元
首
の
理
想
(
コ
ン
ス
タ
ン
の
い
う
中
立
権
と
し
て
の
国
王
の
理
想
と
い
っ
て
よ
い
)
を
殆
ん
ど
実
現
し
て
い

に
よ
っ
て
、

た
」
と
し
て
い
る
の
は
、
妥
当
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
役
と
は
違
っ
て
、

そ
の
気
質
に
お
い
て
「
正
反
対
」
で
あ
っ
た

ν
ャ
ル
ル
一

O
世

は
、
「
よ
り
能
動
的
な
ら
ん
と
欲
し
」
、
大
臣
を
単
な
る
手
足
と
考
え
、

ア
シ
ジ
ヤ
シ
・
レ
グ
イ
ム
の
国
王
流
に
、
白
か
ら
統
治
を
行
な
わ

ん
と
し
て
、

「
致
命
的
」
な
結
果
を
ま
ね
い
た
。
す
な
わ
ち
、
中
立
権
の
役
割
に
と
ど
り
え
な
か
っ
た
彼
は
、

七
月
革
命
に
よ
っ
て
、
王
座

そ
の
も
の
を
失
な
う
に
至
る
。

ま
た

ゴ
シ
ス
タ
シ
の
政
治
制
度
論
の
核
心
的
部
分
は
、

国
王
権
を
、
大
臣
権
か
ら
載
然
と
区
別
し
、
後
者
の
み
が
執
行
権
の
唯
一
の

源
泉
と
し
て
、
能
動
的
な
そ
れ
ゆ
え
に
責
任
あ
る
権
力
で
あ
る
の
に
対
し
、
前
者
は
本
質
的
に
消
極
的
な
不
可
慢
の
権
力
で
あ
る
と
し
た

「点
内rで

閣22
の主が
政L、
"ヤ乙
tZの
理
香ム
昆同

が

す
な
わ
ち
、

こ
の
理
論
が

当
時
の
政
治
慣
行
に
与
え
た
意
義
は

極
め
て
重
要
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る

ま
た
、

そ
の
す
ぐ
れ
た
表
現
と
な
っ
た
ζ

と
は
、
争
い
え
な
い
だ
ろ
う
Q

「
内
閣
の
政
体
」
と

の
成
立
に
貢
献
し
、

は
、
ブ
ラ
シ
ス
憲
法
史
上

一
七
九
一
年
憲
法
の
立
憲
君
主
制
(
権
力
分
立
の
度
が
強
い
)
と

七
月
王
制
の
議
院
制
的
君
主
制
(
慣
行
上

一
応
政
治
責
任
の
原
則
が
確
立
)
と
の
中
間
に
あ
っ
て

そ
の
過
渡
的
型
態
だ
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
が

そ
こ
で
は

大
臣
権
が
国
王
権
か

ら
分
離
し
、
相
当
程
度
統
一
性
あ
る
機
関
と
な
り
、

議
院
と
の
協
力
及
び
責
任
関
係
が
(
刑
事
責
任
の
ほ
か
に
政
治
責
任
の
要
素
が
あ
ら
わ
れ
て

き
た
)
無
視
し
え
な
い
も
の
と
な
っ
た
結
果

さ
れ
て
は
い
な
い
に
し
て
も
、
屡
々

議
院
の
多
数
の
支
持
を
え
て
い
な
い
大
臣
を
、
法
律
上
罷
兎
す
る
義
務
を
負
わ

そ
の
大
臣
を
政
権
の
座
か
ら
去
ら
せ
る
こ
と
を
選
片
山
、
と
い
う
制
度
で
あ
っ
た
Q

国
王
は



以
上
が
、
中
立
権
の
理
論
の
当
時
の
論
潮
上
の
位
置
と
、
実
定
法
及
び
慣
行
上
の
制
度
と
の
関
連
で
あ
る
が
、
本
稿
を
終
る
に
あ
た
っ

結
び
に
代
え
た
い
。

て
、
今
一
度
、
胃
頭
に
私
の
述
べ
た
疑
問
に
立
ち
か
え
り
、
本
稿
で
学
び
え
た
と
こ
ろ
の
も
の
を
再
整
理
し
て
、

1。

そ
の
著
作
中
の
ど
乙
に
も
「
調
整
権
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
な
い

(
少
な
く
と
も
表
面
に
出
し
て
は
い
な
い
)
。

コ
ン
ス
タ
シ
は
、

彼
が
、
国
王
権
の
本
質
を
規
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、
「
調
整
権
」
と
い
う
、

よ
り
積
極
的
な
内
容
を
ふ
く
む
(
或
い
は
印
象
ず
け
る
)
言
葉
を

守
口
汁
り
、

「
中
立
権
」
と
い
う
用
語
を
採
用
し
た
と
と
に
は
、
意
味
が
な
い
訳
で
は
な
い
Q

す
な
わ
ち
、

諸
権
力
及
び
相
対
立
す

国
王
が
、

る
意
見
の
局
外
中
立
者
と
し
て
、
超
然
と
位
置
し
、

人
間
的
な
偏
見
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
抽
象
的
で
中
正
な
存
在
で
あ
る

ま
た
、

(
べ
き
)
こ
と
、
ま
た
、
積
極
的
な
国
家
活
動
は
他
の
能
動
的
国
家
権
カ
、

特
に
大
臣
権
に
移
譲
し
た
こ
と
を
本
質
と
す
る
権
力
で
あ
る

乙
と
を
的
確
に
表
わ
す
た
め
に

ゴ
シ
ス
タ
シ
は
注
意
深
く
「
調
整
権
」
と
い
う
形
容
を
さ
け
、
「
中
立
権
」
と
呼
ん
だ
の
だ
と
思
う
。

2' 

し
か
し
、
中
立
権
者
の
固
有
の
特
権
と
さ
れ
る
も
の
は
、

大
臣
の
任
免
、
代
議
院
の
解
散
そ
の
他
の
重
要
な
権
能
を
ふ
く
み
、

そ

論岨
れ
ら
は
国
王
個
人
の
意
志
に
し
た
が
っ
て
、
諸
権
力
の
衝
突
・
逸
脱
の
調
整
、
国
政
の
正
常
な
運
行
の
回
復
・
維
持
の
た
め
に
行
使
さ
れ

権
F

柑
る
べ
き
だ
と
主
張
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
Q

乙
の
役
割
を
「
平
和
化
の
任
務
」
「
調
整
的
役
割
」
と
呼
ぶ
こ
と
(
パ
ル
テ

刈
ル
ミ
イ
)
も
で
き
、
そ
の
意
味
で
の
、
中
立
橡
の
積
極
性
を
認
め
な
い
訳
に
は
ゆ
か
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
積
極
性
に
は
、
そ
の
任
務
が
、
諸

ハ6
一
》

同
権
力
の
機
能
障
害
を
正
常
な
状
態
に
も
ど
す
と
い
う
「
矯
正
と
回
復
の
機
能
」
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
、
役
割
自
体
の
消
極
性
が
あ
る
ほ
か
、

ン

ハ

7
)

ヨ
国
王
が
、
彼
の
個
人
的
意
志
に
よ
っ
て
決
定
・
行
使
す
る
可
能
性
を
留
保
し
て
い
る
と
は
い
え
、
そ
の
実
際
的
な
行
使
に
あ
た
っ
て
は

り
「
中
立
権
」
と
し
て
の
彼
の
本
質
に
よ
づ
て
当
然
課
せ
ら
れ
て
い
る
、
種
々
の
制
約
が
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い

F
 
I

r

ζ

れ
を
要
す
る
に
国
王
の
役
割
の
積
極
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、

一
ン刊
ド
ー
の
で
午
の
る
@

(
そ
の
内
容
は
前
述
)
6
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そ
れ
は
実
際
上
、
極
め
て
限
ら
れ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い

-J 



説

3。

近
代
市
民
社
会
に
お
け
る
個
人
の
自
由
の
制
度
的
保
障
と
い
う
こ
と
で

コ
シ
ス
タ

γ
が
、
中
立
権
の
理
論
を
創
造
し
た
目
的
は
、

論、

こ
の
目
的
に
相
応
し
い
政
治
制
度
は
、
権
力
が
分
割
さ
れ
、
分
割
さ
れ
た
諸
権
力
が
均
衡
を
保
ち
つ
調
和
的
に
運
行

し
う
る
制
度
で
あ
る
と
考
え
た
。
し
か
し
、
彼
が
、
共
和
制
に
対
す
る
理
念
的
な
共
感
と
尊
敬
を
胸
底
に
い
だ
き
つ
つ
も
、
ブ
ラ
シ
ス
に

あ
っ
た
。
そ
し
て
、

は
立
憲
君
主
制
が
よ
い
と
い
う
結
論
に
導
か
れ
た
の
は
、
革
命
以
来
の
共
和
制
の
試
み
の
失
敗
の
観
察
に
も
と
づ
く
、
現
実
主
義
的
な
悲

観
論
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
い
っ
た
い
彼
の
所
論
に
は
、
ブ
ラ
シ
ス
的
な
合
理
主
義
と
、
イ
ギ

D
ス
的
な
経
験
主
義
と
が
混
在
し
て
い

る
が
、
思
う
に
、
彼
の
中
立
権
不
可
欠
論
は
、
あ
ら
ゆ
る
固
に
と
っ
て
あ
ら
ゆ
る
時
代
に
そ
う
だ
と
い
う
の
で
は
な
く
、
結
局
は
、
王
制

復
帰
後
の
ブ
ラ
シ
ス
(
最
大
限
、
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
君
主
制
諸
国
)
を
対
称
に
、
主
張
さ
れ
た
も
の
だ
と
、
私
は
解
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
彼
の
悲
観
論
を
正
当
化
す
る
よ
う
な
前
提
の
な
い
と
こ
ろ
、

す
な
わ
ち
、
諸
権
力
が
隠
和
の
精
神
を
も
っ
て
、
各
権
カ

の
限
界
を
逸
脱
し
な
い
よ
う
自
制
し
つ
つ
、
国
政
の
調
和
的
運
行
を
維
持
し
う
る
と
こ
ろ
に
お
い
て
は
、

コ
シ
ス
タ
シ
の
所
論
の
内
包
す

る
論
理
そ
の
も
の
を
た
ど
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
立
権
不
要
論
に
導
か
れ
ざ
る
を
え
な
い
。

ま
た
、
彼
の
悲
観
論
が
妥
当
す
る
よ
う
な
と
こ
ろ
に
お
い
て
も
、
す
な
わ
ち
、
特
に
政
党
政
治
の
破
綻
を
経
験
し
て
い
る
よ
う
な
と
こ

ろ
に
お
い
て
も
、
中
立
権
不
可
欠
論
に
お
い
て

ゴ
シ
ス
タ
ン
が
頭
に
お
い
て
い
た
の
は
、
革
命
の
経
験
の
後
、
外
国
の
干
捗
に
よ
勺
て

よ
う
や
く
復
帰
し
え
た
、

い
わ
ば
弱
体
な
プ
ル
ポ
シ
を
担
い
手
と
す
る
国
王
権
の
正
当
化
だ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
歴
史
的
な
環
境
や
時
代
を
異
に
す
る
元
首
の
地
位
及
び
役
割
の
説
明
の
た
め
に
、

こ
の
理
論
を
参
照
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
細
心

盤
に
、
大
統
領
の
権
能
を
強
化
す
る
た
め

カ
ア
ル
・

ν
ュ
ミ
ッ
ト
が
、
伝
統
的
に
権
威
主
義
の
根
ず
よ
い
ド
イ
ツ
の
地

こ
の
中
立
権
の
理
論
を
借
用
し
て
き
た
(
し
か
も
好
都
合
な
歪
曲
を
加
え
た
)
こ
と
が
、
ど
の
よ

の
注
意
を
必
要
と
す
る
こ
と
を
、
強
調
し
た
い
。
例
え
ば
、

う
な
結
果
(
コ
ン
ス
タ
ン
が
正
に
糾
拙
押
し
た
か
つ
れ
で
も
あ
ろ
う
よ
う
な
)
を
導
く
の
に
あ
ず
か
つ
て
カ
が
あ
っ
た
か
を
、
想
起
し
つ
つ
、
本
稿
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の
筆
を
お
く
こ
と
に
し
よ
う
と
思
う
。
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